
ベルギーの首都ブリュッセルで16世紀最高の画家と呼ばれたピーテル・ブリューゲル(父)。彼はあら

ゆるジャンルの絵を変幻自在なタッチで描き、その主題は人間の営みを網羅するかのような広がりを

持っています。一見すると親しみやすい作品ながらも、一歩踏み込むと謎だらけの不思議な世界。

その絵画に秘められた様々なメッセージを読み解きます。
※同名の画家(子)と区別するため(父)と表記しています。


